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Jeong, Pan Mian, Seonghan Ryu, Shen-Li Chen, Shitao Li, Suk-seung
Hwang,Tang Hongbo,WuDuanpo,Yoon Kim,Yue Dong 以上 22 名
学生員 Ali Can Atici, Bing Bing Song, Bo Yi, Chadaporn Keatmanee,
Chang Min Eun, Chao Qi, Chengcheng Liu, Feng Yuntian, Haibo Yin,
Hongxin Liu,Hsiao-Chung Chen,Hung Jr Shiu,Hyun Hak Cho, Jiaqi Ren,
Lavanya Dhanesh, Lu Tang, Lucas Saad Nogueira Nunes, Ming-Hung
Wang, Natthapon Pannurat, Ngoc Duc Au, Rui Ji, Sasikala P, Soo-Hyung
Kim, Sooyeon Lim, Soyeon Joo, Sui Qiang, Swati Vaid, Taravichet
Titijaroonroj, Xiaoge Zhu, Xin Jin, Xin Jirong, Xuedong Fu, Yanguo
Zhou, Yi Mao, Ying Sun, Yongchul Kim, Yumin Hou, Zhenge Guo, Zuozhi
Liu 以上 39 名

平成 28 年 10 月新入会
（敬称略）

特殊員 (株)ドワンゴ 以上 1

死 亡 退 会 者

正 員 金山賢一郎 正 員 神保 昭 正 員 野村明人

御逝去の訃音（9 月 16 日～10 月 15 日）に接し，ここに謹んで哀
悼の意を表します．
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＊ 今月号の小特集「完全準同形暗号の研究動向」は，
いかがだったでしょうか．暗号化したデータに対し処理を
行うためには，復号してから処理を行うしかないと普通は
考えます．しかし，この「完全準同形暗号」を使えば，暗
号化したままのデータに対して任意の演算を行えるそうで
す．「完全準同形暗号」は，クラウドコンピューティング
のために考案された技術であると想像していましたが，実
は 1970 年代から研究されてきた技術であることを知りま
した．1970 年代といえば，時間借りした大形計算機に
データを送って処理をしてもらうことが普通であり，その
ために研究が始まったと言われれば納得できます．ただ
し，当時の技術とコンピュータの性能では，全く実現でき
なかったそうです．これと同じように，本会の中でも「基
礎・境界」分野の技術には，研究が始まった時点では実現

不可能と思われていたものが時代の進歩でやっと実現でき
た技術が多数あります．もし今，未来のデバイスの研究を
始めるなら，現在のスーパコンピュータ以上の性能を期待
してもよいかもしれません．

＊ ところで，今月号の小特集の内容を同じ職場で暗号
理論を研究している同僚に紹介すると，日本語で「完全準
同形暗号」について書かれた文献があると非常に助かると
言われました．これから研究を始める人に読んでもらう文
献として大変貴重なのだそうです．最新技術を日本語で分
かりやすく会員に伝えることは，会誌の最も大きな役割の
一つだと思います．これからも読者の理解を助ける会誌で
あらねばと再認識させられました．

（編集特別幹事 藤芳明生）




